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ECOTRANからのお知らせです。

ECOTRANからのお知らせに記載された情報のリンク先は、時間の経過によって削除されている場
合があります。
なお、過去のお知らせは以下でご覧いただけます。
　https://ecotran.or.jp/act/info/info.html

-------------------------------------------------------------------
☆地域鉄道フォーラム2026の開催
-------------------------------------------------------------------
国土交通省鉄道局後援・一般社団法人交通環境整備ネットワーク主催の地域鉄道フォーラム2026
「地域鉄道の安定輸送」を開催します。
鉄道の安定輸送とは、安全を第一に、日々列車をダイヤどおりに安定してお客様を輸送していく
ことです。
しかし、地域鉄道においては、運転士や施設保守要員の不足、鉄道技術の継承が課題となってい
ます。
その中で、自動運転や無線を使っての列車制御、線路等設備の監視と診断への鉄道新技術が開発
されてきています。
本フォーラムは、鉄道新技術が地域鉄道の課題にどう応えることができるか、その可能性と未来
を探ります。
○期　日：2026年6月13日（土）　13時00分～15時00分
○場　所：東武博物館ホール
　　　　　東京都墨田区東向島4－28－16　TEL　03-3614-8811（代）
　　　　　　東武スカイツリーライン東向島駅下車１分
○参加申込み：ホームページ　https://ecotran.or.jp/ より受付
○参加料：無料。ただし、東武博物館への入館料大人210円が必要です。
○プログラム　　　　　　
　１．開会あいさつ　一般社団法人交通環境整備ネットワーク代表理事　原　潔
　２．来賓あいさつ　　　　　  　国土交通省鉄道局鉄道事業課長　高橋泰史氏
　３．基調講演1「IT技術を活用した鉄道の安全高度化と省力化」
　　　　　日本大学生産工学部機械工学科特任教授　綱島　均氏
　　　基調講演2「地域鉄道における自動運転の可能性」
　　　　　日本大学生産工学部鉄道工学リサーチセンター（NU-CRR）最高顧問　松本　陽氏
　４．トークセッション「将来にわたる安定輸送のために」
　　　　　　コーディネーター／日本大学生産工学部教授  綱島　均氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　NU-CRR　最高顧問  松本　陽氏
　　　　　　　　　　　　　　　津軽鉄道株式会社　顧問　澁谷房子氏
　　　　　一般社団法人交通環境整備ネットワーク審議役　河合　篤氏
詳しくは、https://ecotran.or.jp/act/260613/260613.html

-------------------------------------------------------------------
一般社団法人交通環境整備ネットワーク第18期定時社員総会を開催します
-------------------------------------------------------------------
一般社団法人交通環境整備ネットワーク第18期定時社員総会を下記のとおり開催いたしますので
、ご案内をいたします。
社員総会の終了後、13時より同じ会場において地域鉄道フォーラム2026を開催いたしますので、
併せてご案内申し上げます。
つきましては、ご参加いただける方は、社員総会と地域鉄道フォーラムの両方にご参加いただけ
れば幸いです。
◯期　日　　　2026 年（令和8年）6 月13 日（土）11時00分～11時45分
◯場　所　　　東武博物館ホール　東京都墨田区東向島４－２８－１６
　　　　　　　東武スカイツリー線東向島駅下車1分 
◯議　題　
　　　　　１．2025年度事業報告の件
　　　　　２．2025年度決算報告の件
　　　　　３．2026年度事業計画の件
　　　　　４．2026年度収支予算書の件
　　　　　５．第1号議案　定款改正の件
定時総会にご出席願えない場合は、お手数ながら定時総会書類をご検討のうえ、電磁的方法（イ
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ンターネット）または書面（FAX）等により議題への委任・議決権の行使をお願いします。委任
・議決権の行使は、2026年6月12日（金）午後5時までにお願いします。
詳しくは、https://ecotran.or.jp/act/260613/260613s.html

--------------------------------------------------------------------
☆第10回鉄道写真詩コンテスト2026の開催
-------------------------------------------------------------------
国土交通省鉄道局後援・一般社団法人交通環境整備ネットワーク主催の第10回鉄道写真詩コンテ
スト2026が開催されます。
「鉄道写真詩」は、「鉄道写真」に「詩」を組み合わせて鉄道の魅力やその旅情を表現する新た
な芸術活動です。このコンテストは、その登竜門としての役割を担うもので今回は10回目となり
、皆様の多数のご応募をお待ちしています。
◯作品の募集　　自　2026年7月 1日（水）～2026年9月30日（水）
○応募の受付はホームページから　https://ecotran.or.jp /
◯審査委員：国土交通省鉄道局長、鉄道博物館長、米屋こうじ（写真家）、水無田気流（詩人・
社会学者）、一般社団法人交通環境整備ネットワーク代表理事
◯入賞作品の発表：2026年10月31日（土）
◯入賞
・賞状及びギフトカード20,000円（各1作品）
　　国土交通省鉄道局長賞・鉄博賞・米屋こうじ賞・水無田気流賞
・賞状及びギフトカード10,000円（若干数）
　　エコトラン賞
◯入賞作品の展示：2025年11月以降に以下の会場で展示を予定しています。
　鉄道博物館（さいたま市大宮区）・東武博物館（東京都墨田区）・日本現代詩歌文学館（北上
 市）
詳しくは、https://ecotran.or.jp/

--------------------------------------------------------------------
☆（再掲）最新刊『データブック日本の鉄道』
--------------------------------------------------------------------
河合篤著『データブック日本の鉄道』を刊行。
日本の全鉄道、全路線の開業から廃止に至るすべてのデータを網羅。
現在の鉄道線も、既に廃止された鉄道線もこの一冊で、一目瞭然。
日本の鉄道のあゆみをたどります。
◯発売日：2026年3月14日
◯仕様：A4 版　300 ページ
◯定価：4180円（本体 3,800 円＋税）
一般社団法人交通環境整備ネットワークの会員にあっては、特別割引 2,000 円（税・送料込み
）
当法人ホームページから購入申込みできます。
お申し込みいただきましたら、準備でき次第発送をさせていただきます。
また、東京神田「書泉グランデ」5Fにてもお求めになれます。
詳しくは、https://ecotran.or.jp/article/series4/

--------------------------------------------------------------------
☆第２５回「日本鉄道賞」を募集
--------------------------------------------------------------------
「日本鉄道賞」は、「鉄道の日」創設の趣旨である「鉄道に対する国民の理解と関心を深め、国
民の強力な支持を得るとともに、鉄道の一層の発展を期する」ことを目的として、鉄道開業130
周年の記念すべき年にあたる平成14年に創設された表彰制度で、本年で第25回を迎えます。
お寄せいただいた作品は、「鉄道の日」実行委員会（会長：森地　茂 政策研究大学院大学教授
）内の表彰選考委員会において、鉄道の発展・普及への貢献の大きさなどの視点から、今回以下
の表彰選考委員による選考のうえ、10月中旬に表彰を行います。みなさまからのご応募をお待ち
しています。
○募集期間：令和８年６月19日（金）までにご応募ください（原則、締切日必着）。
○日本鉄道賞表彰選考委員会委員（敬称略）
委員長 　加藤　浩徳　　（東京大学大学院工学系研究科教授）
　　　 　小倉　沙耶　　（一般社団法人交通環境整備ネットワーク審議役）
　　　　 須田　昌弥　　（青山学院大学経済学部教授）
　　　 　長根　広和　　（日本鉄道写真作家協会会長）
　　　 　藤井　聡太　　（公益社団法人日本将棋連盟 / 棋士）
　　　 　藤田　大介　　（日本テレビ放送網株式会社 / アナウンサー）
　　　 　道辻　洋平　　（茨城大学学術研究院応用理工学野教授）
　　　 　山口　昌彦　　（株式会社交通新聞社 月刊 「旅の手帖」編集長）
　　　　 五十嵐　徹人　（国土交通省鉄道局長）
詳しくは、https://www.mlit.go.jp/report/press/tetsudo01_hh_000251.html
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--------------------------------------------------------------------
☆（再掲）公共交通経営者 円卓会議2026の開催
--------------------------------------------------------------------
公共交通経営者円卓会議2026実行委員会主催の公共交通経営者円卓会議2026が開催されます。
○日時：２０２６年７月３０日（木）１３時３０分～１７時３０分（開場１３時００分）
　　　※オンライン参加可能
○会場：ONE FUKUOKA CONFERENCE HALL （ONE FUKUOKA BLDG.6F）
　　　（福岡県福岡市中央区天神一丁目11番1号  ）
○プログラムと登壇者
【開会挨拶】
　林田 浩一氏   (西日本鉄道㈱ 代表取締役社長執行役員）
【来賓挨拶】
　原田 修吾 氏　(国土交通省大臣官房審議官(公共交通政策、物流・自動車局担当))
【基調講演】
　　森 雅志 氏       (前富山市長、富山大学客員教授、京都大学非常勤講師 博士(工学)）
【円卓会議】
(モデレーター) 
 　武藤 浩 氏        (京都大学公共政策大学院 特別教授、元国土交通事務次官）
(登壇事業者)
　松本 義人 氏     (西日本鉄道㈱  代表取締役副社長執行役員） 
　仮井 康裕 氏     (広島電鉄㈱ 代表取締役社長） 
　大上 真司 氏     (両備ホールディングス㈱ 上席執行役員CMSO兼グループCMSO） 
　金森 隆浩 氏     (名鉄グループバスホールディングス㈱ 代表取締役社長(予定)）
　吉田 元 氏         (㈱みちのりホールディングス 代表取締役グループCEO）
【シンポジウム】 
　(【九州は今！】九州MaaSを中心に）
　木下 貴友 氏     ((一社)九州経済連合会 地域共創部 ほか
詳しくは、https://chikoken.org/information/entaku_2026/

-------------------------------------------------------------------
☆（再掲）「地域公共交通研究の理論と実践の到達点とこれからの方向性」開催
--------------------------------------------------------------------
地域公共交通のトリセツ編集会議（事務局　合同会社萬創社）・地域公共交通勉強会主催、日本
都市計画学会中部支部、国土交通省中部運輸局後援の「地域公共交通研究の理論と実践の到達点
とこれからの方向性が開催されます。
◯日時：2026年6月12日（金曜日）　13:00～16:30
◯開催方法：オンライン　定員500名
　　　　　　会場　定員100名（先着順）
　　※当日の質疑への参加は会場のみ可能です
◯会場：栄ガスビル5F・キングルーム（名古屋市中区栄3丁目15-33）
　　　※オンライン参加はYoutubeLiveによる配信
◯参加費：1,000円/人（オンライン・会場とも）
プログラム
12:30　　　　開場
13:00-13:10　開会・企画趣旨説明
13:10-14:00　基調講演「地域公共交通研究の工学的発展をめざして―「現状よりまし計画法」
から「目標達成型計画法」へ―」　何（計量計画研究所・研究員）
14:00-14:10　休憩
14:10-16:20　パネルディスカッション
　　コーディネーター　原田昇（東京大学・名誉教授）
　　パネリスト
　　　喜多秀行（神戸大学・名誉教授）
　　　岡村敏之（東洋大学・教授）
　　　酒井達朗（国土交通省／二地域居住政策推進官（元・交通計画課課長補佐））
　　　何（計量計画研究所・研究員）
16:20-16:30　閉会
詳しくは、https://regional-transport.dev/archives/1302

--------------------------------------------------------------------
☆『鉄道インサイト』発売中
--------------------------------------------------------------------
鉄道インサイト・鐵道樂の会（代表佐藤信之）発行の『鉄道インサイト』2026年6月号が発売中
。
詳しくは、https://ecotran.or.jp/railbooks/r_insight/index.html
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----------------------------------------------------------
☆鉄道関係等諸情報をお送りします
注目される記事、興味深い記事には◎印を付しております
----------------------------------------------------------
＊地域交通関係＊
○【社説】JR北海道の赤字路線　地域交通の将来像描く時
　https://mainichi.jp/articles/20260518/ddm/005/070/140000c
○自治体との協議は“膠着”　ＪＲ赤字８区間の行方　上下分離で黒字化「近江鉄道」から探る
　https://news.ntv.co.jp/category/society/st8d1fd848d8364a0e88e6e5b8c9852de2
○函館本線赤井川駅（森町）、宗谷本線瑞穂駅（士別市）　JR北が無人駅2駅の来春廃止検討
　https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/aee219cc7b839dfc642e2edbd6f7f75ffd7b128c
○弘南鉄道大鰐線｢休止｣発表でファン殺到の吸引力　｢最悪の場合､死にます｣看板はその一例
　https://toyokeizai.net/articles/-/945014?display=b
○1日の乗客が49人？廃線の危機を乗り越え奇跡の復活、JR只見線が「地方創生路線」として日
本一に輝いた理由
　https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/94862
○【米坂線】“JR単体の復旧”求めてきた新潟県 8カ月ぶりの検討会議で“他案”検討の意向「
持続可能性考えなければ」
　https://www.fnn.jp/articles/-/1038745
○全線運休の千葉・いすみ鉄道、存廃含め方向性議論　検討会議が初会合
　https://www.sankei.com/article/20260527-OSLQEYPENFM65C4BCUMBSSYQRE/
○千葉が誇る「世界一のモノレール」――通過点だった都市が滞在拠点へ？ 宿泊と交通が交わ
る新しい都市利用の形とは
　https://merkmal-biz.jp/post/115625
○大井川鉄道の「山本豊福」名物広報が案内する「長島ダム見学とミステリートンネル歩き」開
催…７～９月に計８日間　大井川流域を歩き涼を取る
　https://hochi.news/articles/20260518-OHT1T51201.html?page=1#goog_rewarded
◎「井川線と沿線が持っている価値を安売りするべきではない」大井川鉄道・鳥塚社長に聞く井
川線値上げの必要性 ローカル鉄道再生請負人が描く“起死回生の一手“
　https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/2680214?display=1
○「路線は小さいのに、なぜ成長？」全線開通100周年、京都の鉄道企業に隠れたもう一つの収
益源とは
　https://merkmal-biz.jp/post/115113
○関西以西の中小事業者の受賞・単車運行の路面軌道用車両の受賞でともに史上初嵐山線　モボ
１形「KYOTRAM」が「２０２６年 ブルーリボン賞」を受賞
　https://newscast.jp/smart/news/2688912
○芸備線や伯備線、姫新線「利用促進に向け複数の事業計画を承認」鉄道利用額の半額を商店な
どで利用可能な地域ポイントとして還元【岡山・新見市】
　https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/2668011?display=1
○「ICOCA」導入で路面電車はどう変わる？運転士不足に悩む「とさでん交通」将来像を検討【
高知】
　https://www.fnn.jp/articles/-/1051660
○人口約90万人の大都市で「駅が廃止」に 約5年間の休止状態から復活ならず 隣駅までわずか2
00m
　https://trafficnews.jp/post/671358
○「モノレール駅ほぼ直結」の高速インター誕生へ！ 駅開業から7年でいよいよ本領発揮!? ク
ルマ移動から転換で“交通量28％減”なるか 沖縄　https://trafficnews.jp/post/666729
○駅から先の移動手段がない…「二次交通」再構築が全国的課題に　中村文彦放送大教授に聞く
　https://www.sankei.com/article/20260522-OJ4PLIEFKFN3NGOMWJUIEUK7CU/
○地方鉄道で“新車ラッシュ”なぜ？ 「67年ぶり」「86年ぶり」も 背景にある事情とメリット
は
　https://trafficnews.jp/post/667905

＊営業・運賃関係＊
○JR四国、ICカード拡げないの？ 自動改札の“空白県”は解消されるも“利用不可” ここまで
後ろ向きな事情とは？
　https://trafficnews.jp/post/668008#google_vignette
○東武 浅草駅開業95周年記念乗車券 発売
　https://www.tetsudo.com/event/59978/
○「顔パス」改札機、大手私鉄で初導入へ　顔認証にかける東武の戦略
　https://www.asahi.com/articles/ASV5Q0Q2XV5QUUHB017M.html
◯広電、ICOCAでも楽に乗り降り　決済端末改修し7月から対応OK
　https://www.asahi.com/articles/ASV5F41XDV5FPITB00WM.html
○関西の鉄道に値上げの波、近鉄・南海・京阪に続いて阪急・阪神・JR西日本も２０３０年度ま
での実現目指す…有料の座席指定も広がる
　https://www.yomiuri.co.jp/local/kansai/news/20260528-GYO1T00118/
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○土佐くろしお鉄道 2025年度の経常損益　過去最大の赤字「値上げも検討」
　https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/2690587?display=1
○井原鉄道が「赤字」の入場券発売　厳しい経営ネタに利用促進狙う
　https://www.sanyonews.jp/article/1929504

＊リニア・新幹線関連＊
○リニア早期開通もとめて沿線知事が国に要望書　品川～名古屋間の開業は2036年以降の見通し
　https://newsdig.tbs.co.jp/articles/cbc/2689712?display=1
○ＪＲ東海社長、早期着工へ「真摯に取り組む」　リニア静岡工区の関係首長と意見交換
　https://www.jiji.com/jc/article?k=2026053100342&g=eco#goog_rewarded
○北海道新幹線の延伸開業、初年度の経済効果1820億円　北洋銀系試算
　https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFC2513J0V20C26A5000000/
○北海道新幹線の延伸工事で談合か、独禁法違反疑い　公取委、9社と鉄道・運輸機構を検査
　https://www.sankei.com/article/20260519-J5THRTWDBVNQHEW75L6V3TUBXE/
○［社説］不信膨らむ新幹線の談合疑惑
　https://www.nikkei.com/article/DGXZQODK293N00Z20C26A5000000/
○【社説】壁にぶつかる整備新幹線　半世紀前の計画、検証が必要なとき
　https://www.asahi.com/articles/ASV5T218DV5TUSPT007M.html
○片山財務大臣に奥羽・羽越新幹線の「整備計画路線」への格上げを要望
　https://www.fnn.jp/articles/SAY/1045747
○東海道新幹線､三島―浜松間で豪雨対策　4年で110億円投資
　https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFD295MH0Z20C26A5000000/
○3県で国や与党に要望も北陸新幹線をめぐり“同床異夢” 「小浜・京都ルート」で進む福井県
と富山県に対し「米原ルート」に含みを持つ石川県は“孤立状態”に?
　https://newsdig.tbs.co.jp/articles/mro/2656119?display=1
○【特集】関西経済界も「小浜・京都ルート」を支持 今後は「地方負担の軽減」が議論のテー
マに 与党の整備委員会
　https://news.ntv.co.jp/n/fbc/category/society/fb54fc12d7b4cb46d896022936b86a1386
○阪急新大阪連絡線、なぜ進まない？ 北陸新幹線ルート決定遅れの影響で
　https://tabiris.com/archives/hankyu-shinosaka202605/
○大規模改修へ向けた責任明確化を　鉄道・整備機構　整備新幹線の貸付料見直しの有識者会議
　https://www.sankei.com/article/20260529-EPWT46HJQFNVLHWNSNAM6O3LCU/
○Amazon、新幹線での商品輸送を開始。青森、函館、金沢に当日配送
　https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/2112529.html
◎新幹線が走れない？｢インド高速鉄道｣の重大局面　欧州勢が信号システム受注､日本式と共存
できるのか
　https://toyokeizai.net/articles/-/946080?display=b

＊幹線鉄道・都市鉄道・鉄道関係全般＊
○JR東日本と西武、28年度から直通運転　舞浜―秩父など観光特急
　https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC183VM0Y6A510C2000000/
○JR東と西武、初の直通　29年3月開始、武蔵野線～池袋線に臨時列車
　https://www.sankei.com/article/20260519-JJOQXR6VDJOUVGUNLLMA7POPRM/
○JR東海、潤滑油の安定調達へ国交省に協力要請　車両メンテで利用
　https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFD297O40Z20C26A5000000/
◯「1960年の呪縛」を解く？ JR西日本とANA・JALが踏み出した“越境提携”を考える
　https://merkmal-biz.jp/post/114883
○103億円の営業赤字でも「5期連続増益」のナゾ――「JR四国」で加速する収益源の多角化　鉄
道依存から転換は進むか
　https://merkmal-biz.jp/post/115398
○JR貨物、お盆の青函貨物輸送力確保へ調整
　https://www.logi-today.com/951953
○JR貨物／10月からオフレールステーション発着の貨物輸送に「ORS料金」導入
　https://www.lnews.jp/2026/05/s0526601.html
○鉄道コンテナ輸送の魅力を伝える！ 「モーダルシフト」 トラックドライバー不足解消へ　Ｊ
Ｒ貨物広島支店
　https://www.fnn.jp/articles/-/1050284
○在来線「国内最速」のDNAは継承されるか 京成スカイライナー“3代目”を振り返る
　https://trafficnews.jp/post/661690
◎改札から駅員の姿がどんどん消えていく…「東京メトロ」で増加する“駅係員不在”の運用は
何をもたらすのか
　https://dailyshincho.jp/article/2026/05180503/?all=1
○京王線「最大のターミナル」が2031年度に大変貌へ 今年度の進捗は？ 丸ノ内線へ乗り換えが
便利に
　https://trafficnews.jp/post/670324
○小田急　総合車両所移転へ始動　設備投資計画に完成イメージ
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　https://www.townnews.co.jp/0405/2026/05/29/838619.html
○「三峰ロープウェイ」復活可能か検討へ　埼玉・秩父市と秩父鉄道
　https://www.asahi.com/articles/ASV5W42FZV5WUTNB00KM.html
○高尾山ケーブルカー、開業100周年で“大刷新”へ！新車両導入＆高尾山駅改築を発表
　https://tamapon.com/2026/05/29/mt-takaocablecar100th/
○「水素電車」2030年くらいから乗れそうです
　https://www.gizmodo.jp/article/hydrogen-powered-passenger-train/
○水素社会実現へ提言　小池知事ら高市首相に面会
　https://www.jiji.com/jc/article?k=2026052901021&g=pol
○ＪＲ九州、バイオ燃料を最大４０％混ぜた軽油を列車の燃料に使う実証試験…次世代型ハイブ
リッド車両「ＹＣ１系」使用
　https://www.yomiuri.co.jp/local/kyushu/news/20260523-GYS1T00005/
○線路内を自律走行するロボットで点検推進　JR東日本、11月以降に走行試験へ
　https://www.kankokeizai.com/2605260900kks/
○ロボットが築く鉄道の未来
　https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/18d64a1d21d6e3af38be09393182d8a47a589c63
○JR西日本、技術ビジョンを8年ぶり刷新　生成AIの進歩などを受け
　https://japan.cnet.com/article/35248127/
○鉄道技術展が27日開幕　JR東日本副社長インタビュー「各社のノウハウをAIで知識化」
　https://www.sankei.com/article/20260526-SKBWVTWP5BNG7L6REK6IT6WUDI/
○「強盗慶太」が上信越で挑んだ幻の私鉄路線。長野・群馬・新潟の魅力をつなぐ壮大な観光開
発構想とは
　https://otonano-shumatsu.com/articles/557380
○相鉄本線開業100年 県央部の発展に貢献 苦難乗り越え開通
　https://www.townnews.co.jp/0402/2026/05/30/838249.html
○大正天皇の陵墓「多摩御陵」を目指した鉄道計画が3路線もあった　唯一実現した「京王電気
軌道・御陵線」消えゆく記憶の軌跡
　https://otonano-shumatsu.com/articles/558928
○明治維新から半世紀　大正初めに空想的で壮大な大阪遷都論があった　神戸を含め私鉄網駆使
　https://www.sankei.com/article/20260525-CBPPILGFJVKYTG3H3O7PN43QCI/
○大正モダニズムの駅舎残った　長野・旧松代駅舎、木造平屋104歳　解体一転、公募移築へ
　https://www.sankei.com/article/20260531-Q2NUDAG6IJOT7AA2NJFFSK3ILQ/
◎ヨーロッパ鉄道界で横行、「新参会社いじめ」の実態　日本とは違う上下分離方式、「公正な
競争」のはずが
　https://toyokeizai.net/articles/-/945595?display=b
○アジアいち美しいかもしれない線路!? 「まるでトトロの世界」を走る路面電車とは？ 軌道の
8割を“緑化”
　https://trafficnews.jp/post/670391

＊バス・タクシー、船舶、航空、物流、観光ほか＊
○路線バスが定刻より「14秒」早く発車、近畿運輸局が処分　過去にも複数回「違反」
　https://www.kyoto-np.co.jp/articles/-/1711548
○人手不足のバス会社　18歳女性、バス運転手デビューに向け訓練　通学中に見た心を込めた姿
に憧れ「同じ仕事がしたい」　規制緩和で受験が可能に
　https://maidonanews.jp/article/16585579
○「もう雑魚寝には戻れない」――経常利益129%増、大阪の海運会社が“フェリー”の常識を作
り替える新造船戦略
　https://merkmal-biz.jp/post/114270
○「海上運送法の無許可・無登録営業の疑いに関する通報窓口」を開設
　https://www.mlit.go.jp/report/press/kaiji03_hh_000223.html
○辺野古転覆事故、国交省が死亡した抗議船船長を海保に刑事告発へ　事業無登録
　https://www.sankei.com/article/20260519-VOFPXAWXGJJ2RD7KEA4VDK2HFY/
○中部空港　収益構造立て直し急務…最終益９６％減予想　中国客減、主な目標未達
　https://www.yomiuri.co.jp/local/chubu/news/20260520-GYTNT00204/
○伊丹空港「羽田・福岡」減便も。北海道・沖縄路線拡大へ、国交省で議論
　https://tabiris.com/archives/itamiairport202605/
○国の観光予算1383億円はどう使われるのか？　いまの補助金の構造と、代替の選択肢を考えた
【コラム】
　https://www.travelvoice.jp/20260518-159811

- 6 -


